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2025 年 3月期第 3四半期は増収減益も通期は期初予想通り着地へ

2025 年 3月期第 3四半期の業績は、売上高が 82,756 百万円（前年同期比 1.4%増）、営業利益が 3,826 百万円（同

2.1%減）、経常利益が 3,631 百万円（同 2.4%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益が 2,468 百万円（同 1.7%

減）となった。食品関連事業が好調で売上高は増収を確保したが、全般的にコストが増加したため減益となった。

ただし、第 3四半期業績の通期業績予想に対する利益進捗率が前年同期同様に 8割台にあるため、おおむね想

定内の推移だと推測される。なお、在外子会社等の収益及び費用の為替換算方法に関して、決算日の直物為替相

場による円貨換算から期中平均為替相場による円貨換算に変更したことに伴い、過去業績を遡及適用した。この

結果、遡及適用する前と比べ、2024 年 3月期第 3四半期の売上高は 487百万円減少、営業利益は 37百万円増加、

経常利益は 40百万円減少、親会社株主に帰属する当期純利益は 32百万円減少することとなった。

2025 年 3月期第 3四半期業績

( 単位：百万円 )

24/3 期 3Q 25/3 期 3Q
前年同期比

実績 売上比 実績 売上比

売上高 81,575 100.0% 82,756 100.0% 1.4%

売上総利益 18,962 23.2% 19,489 23.6% 2.8%

販管費 15,055 18.5% 15,662 18.9% 4.0%

営業利益 3,907 4.8% 3,826 4.6% -2.1%

経常利益 3,721 4.6% 3,631 4.4% -2.4%

親会社株主に帰属する
四半期純利益

2,511 3.1% 2,468 3.0% -1.7%

※ 25/3 期より会計方針を変更、過去業績を遡及適用した。24/3 期 3Qについては遡及適用後の数値を使用。
出所：決算短信よりフィスコ作成

日本経済は緩やかな回復基調で推移したものの、物価高の長期化から個人消費は力強さを欠き、先行き不透明な

状況が続いている。そうした環境下、同社は、2024 年 4月にスタートした「中期経営計画 2026」に基づいて

事業を展開した。売上高は、新規顧客の獲得や既存顧客が物量増により食品関連事業が引き続き好調だったこと

に加え、国内食品事業も業況が回復してきたことで増収を確保した。一方、前年同期に比べて原材料価格が安定、

海外の原価率も良化したが、エネルギー価格や運送費・海上運賃の上昇、事業活動の活発化、昇給、金利の上昇

などにより様々なコストが増加したため減益となった。
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2025 年 3月期第 3四半期セグメント業績

( 単位：百万円 )

セグメント売上高
24/3 期 3Q 25/3 期 3Q

前年同期比
実績 売上比 実績 売上比

国内食品事業 59,171 72.5% 59,228 71.6% 0.1%

海外食品事業 8,393 10.3% 8,364 10.1% -0.3%

食品関連事業 14,010 17.2% 15,163 18.3% 8.2%

セグメント利益
(調整前 )

24/3 期 3Q 25/3 期 3Q

実績 利益率 実績 利益率 前年同期比

国内食品事業 2,249 3.8% 2,278 3.8% 1.3%

海外食品事業 636 7.6% 662 7.9% 4.0%

食品関連事業 846 6.0% 972 6.4% 14.8%

※ �25/3 期より会計方針を変更、過去業績を遡及適用した。遡及適用前と比べて、24/3 期 3Qの外部顧
客への売上高は海外食品事業で 487 百万円減少、セグメント利益は海外食品事業で 37百万円減少し
ている。

出所：決算短信よりフィスコ作成

セグメント別の業績は次の通りである。国内食品事業の国内小売部門では、特設ウェブサイトの設置やイベント

の開催、TVer や TVCM広告の投下、SNSでの情報発信などを積極的に行った。特に正月商品は、プロモーショ

ンやセット品を展開したことが奏功し、蒲鉾や伊達巻、これらをパッケージした商品などが順調に推移した。惣

菜は、競争環境の厳しい麺状商品は苦戦したが、中華まんじゅうや中華餃子、玉子加工品が非常に好調だった。

主力のスリミ製品は、カニカマやはんぺんは伸長したものの、夏場の高気温が長引いたことや店頭での販促競争

激化の影響によりやや苦戦となった。商事部門では、日本食品や水産物、資材の販売が好調だった。利益面では、

エネルギー価格や運賃の上昇、事業活動の積極化に伴うコスト増などの一方、増収効果に加え、上昇局面に入っ

たとはいえ原材料の冷凍すり身価格の安定が寄与した。この結果、国内食品事業の売上高は 59,228 百万円（前

年同期比 0.1%増）、セグメント利益は 2,278 百万円（同 1.3%増）となった。

海外食品事業では、米国市場において、カニカマなどスリミ製品が堅調に推移、農畜産物の輸出で円安メリット

も発生したが、施策の遅れによりHealthy Noodle（糖質 0g麺）が苦戦した。中国市場においては、新たに和

食チェーン店向けにタイ工場製品を導入したが、個人消費の回復遅れや日本産水産物の輸入規制の影響により販

売が大きく減少した。利益面では、海上運賃は高騰したものの、円安効果及びカニカマなど高付加価値自社製品

の売上構成比上昇により利益率が向上した。この結果、海外食品事業の売上高は 8,364 百万円（前年同期比 0.3%

減）、セグメント利益は 662 百万円（同 4.0%増）となった。食品関連事業では、主力の物流事業が新規顧客や

既存顧客の配送エリアの拡大、正月商戦や外食店向けの物量増により好調だったほか、工場の入退出管理システ

ムなどの販売増で情報部門も順調に推移した。利益面では、人件費や各種コストは増加したものの、共同配送の

積載率向上、料金改定、機械化推進、配送コース最適化などにより採算改善が進んだ。この結果、食品関連事業

の売上高は 15,163 百万円（前年同期比 8.2%増）、セグメント利益は 972百万円（同 14.8%増）となった。
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2025 年 3月期業績見通し

( 単位：百万円 )

24/3 期 3Q 25/3 期 3Q
前年同期比

実績 売上比 実績 売上比

売上高 115,610 100.0% 110,951 100.0% 4.2%

営業利益 4,736 4.4% 4,727 4.3% 0.2%

経常利益 4,056 4.1% 4,221 3.8% -3.9%

親会社株主に帰属する
当期純利益

2,880 2.7% 2,855 2.6% 0.9%

※ 25/3 期より会計方針を変更、24/3 期については弊社が推定した遡及適用後の数値を使用。
出所：決算短信よりフィスコ作成

2025 年 3月期の業績見通しについて、同社は期初予想通り、売上高 110,951 百万円 (前期比 4.2%増 )、営業

利益4,727百万円 (同 0.2%増 )、経常利益4,221百万円 (同 3.9%減 )、親会社株主に帰属する中間純利益2,855

百万円 (同 0.9% 増 )と見込んでいる。例年第 3四半期 3ヶ月は、スリミ製品と惣菜の需要が高まること、12

月におせち料理など正月商品の売上が集中することから、通期業績の大半を占めることになるが、第 3四半期累

計業績がおおむね想定内の推移と推測されることから、通期業績は会社予想線への着地が想定される。なお、国

内食品事業において、「中期経営計画 2026」に沿って機能の集約・強化を図っているが、2025 年 1月 1日の株

式会社北食に続き、2025 年 4月 1日に株式会社紀文西日本を吸収合併することで、経営資源の適正配分と効率

的な活用を進める計画である。本合併は同社の完全子会社との合併であるため、今来期の連結業績への影響は軽

微とのことである。
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